
科目名 英語Ａ   English A  

科目担当者 安井 誠  YASUI Makoto 

単位数 ２ 配当年次 １年 授業形態 講義 開講学期 前期 

履修学部・学科 
［区分］ 

法学部・法律学科［総合教育科目 外国語］ 
経営学部・経営学科［総合教育科目 外国語］ 

ディプロマポリシ

ーとの関連 (1)(4) 

授業の概要 

 英語は今や、世界の共通語としてその地位を築き上げています。私たちが日々利用するイ
ンターネットも、全情報量の 8 割以上が英語であるとも言われています。また日本国内に目
を向けても、社内の公用語を英語にしている企業も見られます。グローバル化の時代におい
て、英語の重要性はますます高まっていくことでしょう。 
そこで本授業では、英語の基礎となる「文法・語法」および「リスニング」に特化した授

業を行います。高等学校までの既習事項も数多く含まれますので、文法力・リスニング力を
さらに伸ばし、大学での学修に必要な英語力を身につけていってほしいと思います。 

授業の到達目標 
①英文法についての基本的な知識を身につけ、状況に応じて正しく使うことができるように
なる。 
②平易な英文を聴き、状況に応じて正しい判断をすることができるようになる。 

授業計画・内容 

1 授業オリエンテーション、be 動詞（基本用法の説明） 

2 be 動詞（演習問題） 

3 一般動詞（基本用法の説明、人称に応じた屈折） 

4 一般動詞（演習問題） 

5 代名詞（基本用法の説明：格(Grammatical Case)の概念） 

6 代名詞（演習問題） 

7 場所を表す前置詞（基本用法の説明：修飾(Modification)とは） 

8 場所を表す前置詞（演習問題） 

9 Yes/No 疑問文（基本用法の説明：倒置のルール） 

10 Yes/No 疑問文（演習問題） 

11 進行形（基本用法の説明：時制(Tense)と相(Aspect)について） 

12 進行形（演習問題） 

13 過去形（基本用法の説明：過去時制が要求される事象(event)とは） 

14 過去形（演習問題） 

15 前期のまとめと定期テストについて 

授業外学修 
(事前学修) 毎回、与えられたプリント問題に取り組む（毎週 2 時間程度）。 

授業外学修 
(事後学修) 

次週の確認テストに向けて授業内容を復習する（毎週 2 時間程度）。 

成績評価方法・
評価比率・到達
目標との対応 

成績評価方法 評価比率 到達目標との対応 

講義内の試験 
授業貢献度 

60% 
40% 

①、② 
①、② 

成績評価基準 

秀：（評点 90 点以上）到達目標を極めて高い水準で達成している場合 
優：（評点 80 点〜89 点）到達目標を高い水準で達成している場合 
良：（評点 70 点〜79 点）到達目標を一定の水準で達成している場合 
可：（評点 60 点〜69 点）到達目標を最低限の水準で達成している場合 
不可：（評点 60 点未満）到達目標に達していない場合 

教科書 なし（プリントを配布します） 

参考文献  

その他  
 


